
 

第346回例会 4月27日(火)PM19:00～20:00 オークラホテル4F平安の間 

■司会:中村 秀志 ■点鐘:小粥 勝好 ■ロータリーソング:希望のエナジー 

地区協議会参加者 

於；グランドホテル浜松 

＊より 

※4月26日の静岡新聞に掲載された

通り、富士山の世界文化遺産登録へ

の推進運動の一環として8月8日を

[富士山つながりの日]として賛同者

を募りイベントを開催。山頂に八つ

の峰がそびえている事、富士山の未来

が末広がりである事を願い、８月７日に

富士山へ登頂。翌８日のAM８時８分、

山頂で手をつなぎ、自然環境の保全、

文化遺産への登録啓発を誓う。 

RI 2010-2011年度のテーマ 

「地域を育み、大陸をつなぐ」 

Building Communities Bridging Continents 

  

クラブ長期計画 

① クラブのサポートと強化 

② 人道的奉仕の重点化と増加 

③ 公共イメージと認知度の向上 

以上 

１． ５月Ｖｉｅｗ広場のテーマは 

「祭りとは、祭りの思い出」です。 

２．本日、例会終了後に第１０回理事会を開催いた

します。 

３．ｲﾝﾀｰｼﾃｨｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞの報告書をメールボックスに

配布しましたので、ご一読下さい。 

以 上 

88名中60名68.18% 

前々回修正出席率 76.14％ 

昨日より又、事業仕分けが始まりました。前回、話題に

なった『一番でなくてはならない理由は何ですか？』と

いう言葉ですが、RC 創立時の会合で秋山さん、竹塚さん

と話をした時に彼達は「私達の仕事は１番でないといけ

ない、２番ではダメです。」と言われました。彼らソフト

業界という特殊な世界では日々、努力をして相手より１

日でも１時間でも早くソフトを出し一等賞にならないと 

会長挨拶の続き 

商売にならないと話をされました。私

の様な製造業は、設備が重く圧し掛か

ります。業種が違うと考え方も大きく

違うと感じたものでした。 

委員会報告 

鈴木和浩；4/25(日)地区協議会報告。

【2010-2011 年度 地区目標】 

①会員増強 各クラブ純増１名以上 

②ロータリー財団寄付 US＄100/人・年 

③ベネファクター 各ｸﾗﾌﾞ１名以上 

④ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学会事業寄付 

        ￥12,000／人・年 

⑤ポリオ撲滅資金への寄付 

US＄23／人・年 

⑥GSE(研究グループ交換) 

派遣；2011 年 4 月 9 日~5 月 11 日 

受入；2010 年 10 月 16 日~11 月 16 日 

⑦富士山世界遺産登録支援 

⑧ｸﾗﾌﾞ研修リーダーセミナーの開催 

静岡県内 RC 対象 

月日；2010 年 11 月 6 日(土) 

場所；グランドホテル浜松 

＊に続く 



 

国際奉仕って何？ 
～震災地のその後   担当；国際奉仕PJ 

前半：【中尾和彦によるスピーチ】 

インターネット回線を使い、「パワー浜松ロータリークラブ・ホームページ（以下 HP）」を開きまして「関係

リンク」先の HP 内容を紹介致しました。まずは、ロータリーインターナショナル（日本）の HP を開き、奉

仕と親睦の中を覗きまして、地域社会の調査・奉仕の機会を探す・四大奉仕部門・役立つ資料・国際プロジェ

クトを探す等の検索を紹介し、皆様に今後必要な資料の「アリカ」を説明。国際ロータリーでは、「ポリオ撲滅

チャレンジ」を大々的に PR しており、皆様にも認知して頂く様に説明。 

次に、ロータリージャパンの HP を開き、全国のロータリークラブの資料を説明。例会の開催時間に着目して、

HP 上より数字を拾い集めて集計した所、昼例会が 9 割以上を占めていまして、朝例会開催クラブはなんと 1

割弱！まとめとしては、【ロータリークラブの存在】・【ロータリークラブの活動】を「ロータリアン以外」の方々

にどの様に伝える事が出来るかと言う事です。目標を持ち、【達成感】を感じる事が出来るクラブ活動が出来た

ら良いな、と感じています。 

 

 

 

 

 

後半：【福地様によるスピーチ】 

大災害（大震災）が起こった「スマトラ沖」・「ハイチ」・「チリ」・「中国（青海省）」・「アイスランドの噴火」を

ピックアップして、地震等は震源地・起こった時間・地震の規模（マグニチュード等・死者・負傷者等を細か

く調査してきて発表。全ての地震に対して言える事は、災害を最小限に抑えるには、事前の「防災訓練」・「建

物の強化」・「家屋内の整理」等がカギと言う事が調査により浮き彫りになりました。 

震災地の現況は、なかなか調べても解らない事が多いのですが、今後も温かく見守って状況におおじて、救済

活動をしていきたいと思います。今後もいつ起こるか分からない「大災害」対しての情報を素早くキャッチし

て、義援金等の国際奉仕活動が積極的に出来たらと思っております。 
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国際奉仕 PL 中尾和彦さん 国際奉仕副 PL 福地三則さん 

 地区協議会のスナップ 


